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◆ 1 月のＣＰ市場動向 

 1 月末のＣＰ市場残高は、2008 年 8 月末（22 兆 5,325 億円）以来となる 22

兆 3,234 億円と、高水準の結果となった（前年同月比＋1 兆 1,798 億円）。発行

市場は、四半期末決算で残高を調整した一般事業法人が発行再開し、加えて大型

発行案件が相次いだことから、月中旬以降 22 兆円台を維持する動きとなった。

業態別残高では、一般事業法人が 9 兆 3,522 億円（前月比＋2 兆 4,143 億円）

と、19 年 8 月末（9 兆 1,819 億円）を上回り過去最高を更新した。一方、その

他金融が 10 兆 2,591 億円（同△2,624 億円）、金融機関が 1 兆 5,813 億円（同

△674 億円）、ＡＢＣＰが 1 兆 1,308 億円（同△2,346 億円）と、それぞれ減少

した。発行レートは、高水準の発行残高を受けてやや上昇地合いとなり、0%近辺

での出合いが多くなった。加えて、発行残が多く発行頻度の高い銘柄では、プラ

スレートの出合いが散見された。 

 

【業態別残高内訳】 

 

 

 

 

 

 



【格付け別の発行レート】 

 

≪ＣＰオペ≫ 

ＣＰ等買入オペは、オファー額が月間で計 5,000 億円と前月より 3,000 億円

減少し、15 日・28 日に実施された。市場残高が高水準で推移し、ディーラーの

売却ニーズも強く、按分レートは前月と変わらず△0.001%の横ばい推移となっ

た。 

〈月末オペ残高：2 兆 2,073 億円〉 

【日銀CP等買入れオペ実績】 

 

 ≪ＡＢＣＰ≫ 

ＡＢＣＰは、期末要因が剥落し1兆1,038億円と前月比△2,346億円減少

し、前年同月比も△811億円の減少であった。 

 

≪短期社債登録状況≫ 

証券保管振替機構によると、1 月末時点における発行登録企業数は変わらず、

530 社であった。 

 

≪ＣＰ現先市場≫ 

現先（S/N）レートは運用ニーズ強く、マイナス～0 %近辺での出合いで 

0%では引き続き買い残り状態となっていた。 



◆ 2 月のＣＰ市場動向 

2月の発行市場は、3月決算期末の有利子負債圧縮を意識し、一般事業法人は

期内物を中心とした短めの発行が増加しよう。月中の発行残高は、引き続き22

兆円台前半と高水準で推移すると思われる。例年の2月は資金需要が若干後退

する傾向だが、事業法人による旺盛なＣＰ活用もあって、月末残高は36ヶ月連

続して前年同月を上回る展開を予想する。 

発行レートは、高い市場残高を受けやや上昇地合いとなっているが、0%近

辺での運用ニーズは強く多くは0%前後での出合いであろう。発行額の多い銘

柄や3月期日のショートターム物は、プラスレートでの出合いを予想する。 

 

≪ＣＰオペ≫ 

今月のＣＰ等買入オペは前月より1,500億円減少し、18日オファー予定の

3,500億円程度となっている。1回のみのオファーであり、按分レートは先月

比横ばい推移（△0.001％）が予想される。 

 

≪ＣＰ現先市場≫ 

ＣＰ現先レートは、投資家の運用ニーズが強く、引き続き 0%近辺での出合い

を予想する。 

 

 

＊ 参考資料 （出所：証券保管振替機構） 

【1 月末発行残高 上位 10 社】 

 



【短期社債市場残高】   

（2018 年 2 月～2020 年 1 月）             （単位：億円） 
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